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宗教的統合の性格

一一キリシタン村落，生月と黒崎一一

里子 村 暢 清

宗教は，行動決定に関係する．したがって，当該文化の全体を，その基

盤の中に含まざるを得ない．このように，実際に存在する宗教は，宗教文

化 complexとしてのみ存在しうる．この宗教文化 complex, 宗教的文

化的統合の性格の研討を進めて行こうとする．

具体的 fieldにおける研討を通して答えらるべき問題として，①宗教の

統合機能に関する spacelessなtimelessな一般化が可能であろうか．宗

教的文化的統合の統合度は，ある規定された度合，高度の統合度をもつもの

であるか．宗教的なものが dominantな要素としてある社会は，比較的高

度の社会的，文化的 integrationをもっと考えることが出来るだろうか．

②この統合度は宗教文化によって異り，キリスト教的 integrationは神道

的 integration土俗宗教的 integrationと異るものであろうか．＠宗教

的統合とは，窮極的価値と目的の共有，共通の価値と sentimentの共有

といわれて来たようなものなのだろうか．④同じ宗教文化の中でも，高い

integrationとゆるい integrationが時代によって存するものだろうか．

これらの問題は社会の機能的統合について，よくいわれて来たことを，

宗教的文化的統合について，言いなおしてみたものである．これらの問題

への回答はどのようであろうか．具体的宗教的文化的事実の観察を通して，

これについて若干の事実を明かにして行こうとする．

材料領域としては，西北九州のキリシグシ，カトリ y グ．出雲地域の慾

物現象，東北，中部地域の山信仰，をとるが，本論文では，生月及び黒崎

のキリシグシ及びカトリ y グを主たる材料領域とする．外海黒崎地域と生
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月平戸地域での同じキリシグンの宗教的文化的統合の姿を尋ねていく．先

づ，このそれぞれの宗教文化でのオラシヨ，宗教的思考の姿から観察して

いく．同じキリシグシの宗教的，文化的統合といっても相当度の異った姿

を示している．宗教の文化的統合は，閉じ宗教，更に，非常に近いもので

も，類似とともに異りをもつことが観察される．

（ニ） オラシヨ及び宗教的思考について

黒崎でオラシヨといい，生月でオラシヤという．生月では1）黒崎でのオ

ラシヨのことをどしよという．ラクダテなどの歌オラシヤのことをオラシ

ヤという．最も重要なものとして重視され，暗譜され，祈られて来た．黒

崎や根獅子では芦を立てずに，生月では声にだしてとなえられて来た．生

月の姿は弾圧以前の姿を示しているようにも考えられる．現在の黒崎で近

七，公ーなEの帳方を除いて，最も多くのオラショを暗諦している浜崎ツ

ネの場合なE字は全く読めないので，教役者であった父から口移しに覚え

たものである．原則としはこの形で，どこでも伝承された．黒崎地域では

昭和の始め頃まで，普通悲しみの中に，どんざをかぶって稽古されて来た．

男女をとわず子供の噴から稽古がなされた．黒崎では各オラシヨはそれぞ

れ独立のものとして覚えられたが，生月ではこれらが一座として唱えられ

約30のオラシヤを棒唱する．これを覚え，となえるのは男子のみである．

稽古は成年になってからという．成年男子で役職をもってから稽古するも

のもある．やはり悲しみの中が普通である．現，1±は役職者でも書かれたも

のを見ながらとなえるものがある．全オラシヤの棒唱の内容は長く，帳面

一冊に近い．この長さが役職者以外の暗諦を困難にする．男子のみ，比較

的高年になってからの稽古であるので，この地域の mentalityに，この

内容が及ぼす影響は弱い．

旧黒崎村下黒崎郷については，先に，高野本ヘ 田中本，下川本，浜崎

本などを中心にオラシヨを整理してみた．下黒崎の同一地域内における，

その共有の姿，なまり方の姿から，オラシヨの中でのキリスト教的思考の
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宗教的統合の性格（野村〕

部分の，この地域での保持の姿を取り出してみた．宗教的な内調整のメカ

ニズムに直接にかかわる思考部分，イエス，マリヤ及び救いをめぐる部分

が，よりよく保持されている傾向を示していた．黒崎の場合には宗教的思

考の諸項目についての細かい調査も行っている．カトリ y グ的思考の pat

ternは，黒崎では，文化や personalityにとけ込んで，全体的に比較的3)

こく存しているようである．

処で生月の場合，ごしよは約30種のものが一座として棒唱される．外海

の如く個々に独立したものでなく，全体としてとなえられ，一度，半座，

ろくかんの形でなされる．主要な祈りは殆んE含まれているが，内容の理

解は充分でない．指導者も内容のわからなさをはっきりいう．それは，ば

あてるのすてる．あベまりや，けれんE，さるべれじな，十のまんだめん

と…十五の観念，ごばっしょ，ラクダテ，グノレリオザなEを含んでいる．

歌オラシヤ以外のものは，黒崎地域でもみられるものである．黒崎での個

々のオラシヨと照合されうる．サピエJレが印度の諸地域をへて日本に来る

聞に，その書簡の中で何度も記述している主要な祈りは両方ともに含まれ

ている．下黒崎の場合，これらのすべてが含まれているにもかかわらず，

マジグメジトが含まれていないことは一つの興味ある問題点であった．

黒崎でキリスト教的思考の理解はより高いようであった．彼岸的な思考

の方向も存している. Sorokinが中世カトリシズムの特徴群としてとり

だした時間断面で、の Eternalism4＇への方向，経済的断面での貧しさへの

方向， familisticな方向と調和したものは，黒崎の文化の中に存してもい

た．黒崎で御誕生と悲しみの上りは一年の二つの大きな時間のくぎりであ

り，中心的なものとされ，キリスト教的意味を充分にもっていたのに対して，

生月の場合，御誕生には御番役の処へも，御弟子の処へも祝いに集ること

など全くないと橋本氏はいう．御弟子のところでおネしを拝む。その前夜を

お産待といい，鳥山さんの処（お番役の一人）に．お産に関係のあるもの

だけが行く．悲しみの上りにつもとでは何の祝いもない．年中の行事とし
ゃばらい 5)

て．一番大きいのは，一月五日の家放である．堺目の場合役中が三人づっ
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三組になって部落中の家を被ってまわるのである．午前五時頃から一日か

かる．かつて 1560年頃， 生月でもデシピリナを使用しての鞭行が盛んに

行われた．中世的苦行である．それは今オベニテシシヤとて，この家載の

時に水をかける道具となっている．一月元旦には垣内の人々がつもとにお

参りする．一月三日にはお聞きがある．暮につもとに持って来た餅を御弟

子がコンパンヤに持ち帰り，それを更に各戸にわける行事である．六日が

野放，牛の追い出しともいう．生月堺自の場合このような強いシシグレテ

イズムにもかかわらず，神への敬虚の心は極度に強いもののようである．

祈りをここではモシジヤモンジヤという．これを毎朝となえるものも多い．

結婚式などでも，食事の前に一同でとなえられる．ここでの宗教的なもの

の在り方は行事の姿や床の間の夫照大神の掛軸などにみられる強いシシグ

レテイズムの方向をもちながら，しかし，神への心，真心は非常に強く．

黒崎よりもより強いと考えられる．数多くのオラシヨの棒唱，水役，御番
かみさま

役，御弟子の組織の把持のかたさは，このお神様への敬慶さ，純心さと正

比例する形で存している．

黒崎でカトリ y グ的思考がより生きている姿の理由としては，黒崎長崎

系キリシグシ宗教圏が，生月よりもより長く宣教師やカトリ y グ的書物に

援し得たこと，またそれが遥かに大きなキリシグシ文化圏を構成して来た

こと，浦上，家野，畝メI］，樫山，永田，黒崎，出津，大野，平島，五島な

どとつづく広範なキリシグシベルト地域を構成して来たこと，黒崎，出津

が佐賀領の飛地としてあったこと，それが出島であれ，三百年間ヨーロッ

パ文化への関心の存しえたこと，明治初期以来のカトリッグとの共存によ

る相互の刺戟の存在などもあげられよう．

次に， ここでの主たる問題としての生月での全オラシヨの棒唱につい

て， この棒唱はどのようにして生月にあるのだろうか． 個々での使用の

形と，全体の棒唱の形とはEのような関係にあるのだろうか．個々にとな

えられて来たものが，棒唱の形になることはありえないことのように考え

られる．処で実は，この棒唱は 1550, 1560年代に， このような形で，平
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宗教的統合の性格（野村）

戸生月でなされていたようである．このことを次に実証する．キリシグシ

資料の長所は現在の姿とともに， かつての姿を捉えうることにある． 先

づ，現在の棒唱の姿を見ていこう．これは一定の順序で棒唱される．テー

プに存する順序である. JI聞序の変わることは決してない．神寄せの詞，二

返がえし＇ 17ラクラなどにつづいて，天にまします．あベまりや，グレド

ー，サJレベレジナ，十のマシダメシト，サシグエケレジヤのマシダメシト，

根本七悪，サシグエキレシジヤのサカラメシト，慈悲の所作……の如き順

序で行われている．処で，この順序は何処から来たものであろうか．これ

らは， 既に1560年頃，この形で， 一つつきにとなえられていたようであ

る. 1561年10月8日のlrmaoIoao Fernandez豊後発書簡6）に，

A ordem que com elles se tern he esta: Depois de ouuirem 

sua Missa, diz hum, & respondem os mais mudadose cada dia, e 

nao dizem mais que as cousas principaes da doutrina Christa, 

Pater noster, Aue Maria, Credo, Salue Regina em Latim, & os 

Mandametos da ley de Deos, & da lgreja, os peccados mortaes, 

& virtudes contra elles, & as obras de Misericordia em sua 

lingoa. Ao meo dia se ajuntao todos na lgreja, & por se nao 

poder dizer a doutrina toda de ht a so vez, dizem cada dia hum 

ter号odella，……＆ a noite depois das Aue Marias se ajuntao 

catorze ou quinze, & postos de giolhos diante da Cruz dizem 

toda a doutrina cantada, que durara hi:ia grande hora，…」

〔キリスト教教義を教える〕／I国序としては弥撤を聞いた後，毎日交替で，

一人が教義を先唱し他のー聞がこれに応唱する．……パーテルノステJレ，

アベマリヤ，ケレ y ド，サルベレジナをラテシ語で，マシグメシト，デウス

の十誠，教会のマシダメシト，根本七悪，それに応ずる徳，慈悲の所作を

その国語で…」と述べられており， 「一度に教義を全部唱えることは出来

ないので毎日その 1/3を唱え」......「十字架の前に脆いて教義全部を唱え

長時間に及ぶ」とする．ここに記述されている順序は，現，;{Eの生月での俸
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唱のJI国序と全く同じである．一時間以上かかる．ガゴ，フエJレナシデスは

平戸，生月に最も畏くいた人であることは書簡類に明かである．彼等が教

義を教えるに際して， このような形でと， 1561年の書簡に述べた， その

順序で，彼等は現在も唱えているのである． 1555年9月20日の Duarte

da Silua書簡は， アベマリヤ，グレドー，サJレベレジナの順を示してい

るが， 1592年文禄元年の天草版 DoctrinaChristanの順序は， これと

同じであるがグレドーとサルベレギナだけが入れ替っている．下線の十識

と教会の誠，七悪とそれに応ずる徳の順序は欧文の順序を示してる．とも

かくこの完全な一致は遇然のものではありえない．ガゴ，フエJレナシデス

が生月の人々を教えたのであり， 彼が 1561年に書簡に記した順序はその

ままここで，現在，棒唱されているのである．宗教的なものの持続性，把

持性を示すよき事例でもある．生月のキリシグニズムがキリシグシ伝道の

最も初期の因子をそのまま保持しながら，しかも強いシシグレテイズムの

姿を示していることが観察される．

（三） 儀礼と組織について

お1.k，お水役，抱き親，抱き子，アリマの名，キリシグシとしての葬儀

などともに，毎日の家での朝夕の祈り，家々の月の特別な日，一年，三年

などの年思なEをはじめ，多くのものがこの儀礼的方向に関係している．

生月できびしく行われている．さらに，生月のキリシグシの組織は明確で，

細かであり，この組織のメシパーの名を，ここの誰でもが知っている，そ

れは公的なもーのである．この論文では，この組織の問題を中心に取り扱う．

黒崎キリシグシの場合，集団儀礼は普通お帳毎に行われる．集団もお帳

と呼ばれるが，具体的事物としてのお帳は 1634年の教会暦の写しである．

どの帳方もこの写しを持っている．これにあてはめて，週日のよしあしや

御誕生，悲しみの入り，上りを決定する．浦上，外海，五島，長崎系キリ

γグシのすべてに共通するものである．週のよか日，悪か日が決定され，

お帳の人々に伝達される．帳方を中心とする集団である．南河原の場合な
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宗教的統合の性格（野村〉

ど現在は帳方の家の玄関の黒板に書かれている．お帳を中心にするとは，時

聞を7】中心的 indexとすることである．宗教的重要さと非重要さが，時間

に主としてかかわるものである． これにもとづいてお帳の人々が Taboo

を，こえをあっかわず，また肉を勤しんで来た．下黒崎では御誕生，悲し

みの中，上り，その他の祝い日に帳方の処に集る．お帳には原則としては

三役，帳方， 7.f<.方，ふれ役がいる．下黒崎には現在近七のお帳と公ーのお

帳とがあるが，組織としては前者がより強く働いている．所属戸数は近七

が30たらず，公ーが60を越える．近七の集団は梅誕生，悲しみの上りな

どには殆E全員が集るが，公ーの方は御誕生でも数名にすぎない．公ーの

集団は，現在，集団として殆んど動いていない．

Rodriguezのさんたまりやの組の規約 1618年に， 小組， 大組，親組

があげられ，小総は男 50人，それに女，子供がかかる．大組は，小組が集

つてなるが5百人から6百人を越えない．親紐は同じ地方に属する大組よ

りなるとされている．黒崎のお帳が小組に当るかどうかは明かでないが，

数的には小紐に近い．慈悪役などは全く存していないが，麦，稲の収獲時

の集りは生月と閉じく存している．

生月ではお水役を最高段階とし，次に御番役の段階，次に御弟子を長と

する小組コシパシヤ（companhiaの意味は「仲間」）の三つの段階を含ん

だ組織がはっきりした形で存している．この最も下のコンパンヤ，仲間は

堺自の場合， 3戸7戸5戸7戸6戸などからなる． 堺目には現在水方1

名，御番役は末永，橋本，鳥山の3名，その下のコシパンヤは19である．

御弟子は 19名である． 各御番役毎の所属コシパシヤ数は6組6組7組で
flい

ある．この階層的な区分，グループ分けは現在明確な形で生きており，在

の人々の生活を強く，きびしく規定している．このようなしっかりした．

堅い組織が潜伏の時代に入ってから構成されうるであろうか．

このような組織は何時頃からのものであろうか．私はこれをキリシグシ

伝道の最も初期からのものに関係するとする。先づお水役について考えて

いく．

お水役は杖を待ち，わらじのはなおに赤の布をまき，会合の折りには咳
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払いだけして，家に入り最上席に座る．肉は食べず，旅行も出来ない．女

の入った風呂には入れないなど，御番役より遥にきびしいグプーがある．

しかし非常な尊敬も受けている．水方より下とされる御番役の家へさえ，

女や子供は行くことを許されなかったし一般の人でも， 昭和30年頃ま

では，わらじ以外は靴も下駄も許されなかった程で、ある．

お水は原則としては，当時ここでもパーデレがなすべきことであった．

1560年 12月1日＂＇ De hila do irmao Gorn;;alo Fernandezの Goa発

書簡に oname que sempre me chamaraδera irmao. Sempre os 

tinha em casa: & os Christaos me pediao por muitas vezes que 

Ihes fizesse seus filhos Christaos, porquanto naδestaua ahi o 

padre, & eu lhe fiz muitos delles por necesidade. …bautizei・・…・

常に私をイ Jレマシの名で呼んだ．……キリシグシ達は，パードレがそこにい

ない故にその子をキリシグシにするように，しばしば私に求めた，そして

私は必要の為に彼等の多くを教徒となした……洗礼を授けた．ここにもみ

られるように，パーデレがお水を授くべきものであったが，しかし，キリシ

グンの場合， 元禄元年 1592年のドチリナ，キリヨングシにも「本本の義な

らば，パクチズモを授くる事はパアデレの役なり，さりながら此のサカラメ

ジトは……無くして叶はざる道なれば…パアデレの無き処にては男女によ

らずγ このサカラメシトを授くる御許を与え給ふによって誰なりとも授く

る事叶ふものなり……キリシグシは何れもパラチズモを授くる道を習うベ

き事専なり」としている. De hila do"' irmao Ioao Fernandez 1559年

10月5日豊後発書簡に「emduas aldeas de dom Antonio, que estaδ 

tres ou quatro legoas de Firando, auera obra de mil Christaos, 

todos criados de dom Antonio: os quaes sam muy bons Christaos，」

「平戸から三回レグワにある． ドシアジトニオの二つの村に約一千のキリ

スト教徒がある．すべてドシアシトニオの奉公人である，非常によいキリ

スト教徒である」… dousChristaos principaes por ordem do padre 

bautizao os meninos que nacem.……「二人の主要な教徒がノξーデレ
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宗教的統合の性格（野村〉

の命令で生れる子供達に洗礼する」とあるので，お水役に当るものがアジ

トニオに属する村，生月に比較的早くより存したようである．洗礼，お水

は生れ来る者の為に必須のものであったので，少くともパードレ，イルマ

シのいなくなると同時にお水役に当るものの存したことも事実である．先

の事例などパードレ，イ Jレマシの来得る可能性がありながらもお水役の存

したことを示している. por ordem do padre 「パードレの命により」は

これを示している．このジヨアジ・フエノレナシデスは 1550年9月サピエJレ

とともに鹿児島より平戸に来り，山口，京都に行き，更に平戸へ，再び山

口へ行を伴にした人物であり，初期キリシグシ伝道そのもののような人物

である． このフエJレナンデスの 1563年4月17日横瀬浦発書簡， 1561年

10月1日のJレイスアlレメイダ豊後発書簡などに， 平戸， 生月， 獅子，春

日，飯良などの地域が一つの文化共有地域，平戸キリシグン文化圏を構成

していた姿が明確にみられる． 「Sacayme堺聞という DomAnonioの

村へ行き， それより Ychibu一部という DomIoaoの町へ， それから

Nexico根獅子という DomIoaoの他の町…・・・根獅子より Xixi獅子と

いう DomAntonioの島へ行った. Hira飯良と Casuga春日という町

の重立ったキリシタン等が Nexico及び Xixiのキリシグシ等とともに来

り，世悔の準備をする」この平戸キリシグン文化圏はキリシグシ領主のも

とで強く一つのものとしてあった．現在の戸籍による観察結果も後に言及

するごとく生月と，獅子，根獅子，飯良などとの通婚の多いこと，生月島

内婚が主であるが，これをこえて，この平戸キリシグン文化圏が一つの通

婚圏を構成して来たことを示している．これらの地域は種々類似したもの

を示しているが，この同一文化圏の中の根獅子の場合，四触にお水役が1

人か2人，計7名いる．しかし，ここで最も尊敬されているものは御本尊

をもっ辻家である．なおここでの洗礼は正月二日家就いの時になされると

いう． このようにみて来るとお水役の優越は， このキリシグシ文化圏の

中のすべてにおいて一様であったとはいえないように思われる． しかし

「Christaosprincipaes主要なるキリシグシが， padreの命令によって」
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なされたとすれば，その地位の高かったことは当然と考えられる．
官ほん..I, C ほん

次に御番役（governar，と関係する，堺目で本来は御番主，一部で御番

という）と組，コシパシヤの問題を考える．このコシパシヤは何かという

問題を中心広考える．これについては， コシパシヤ，組と misericordia

慈悲の組織のかきなりを私は考えている．この misericordiaはイベリヤ

半島で，ゴアで，早く展開したものと考えるが，これが現在のコシパシヤ

に関係すると思考するのである．豊後のミ ~）レコ Jレディアについてガゴ，

及びフエJレナシデスは同じ事実を次の如くに述べている． 1559年11月1

日Cartado padre Baltesar Gago1•> t乙

「OsChristaos desta cidade de Bungo te por costume aos 

Domingos depois de jantar ajuntarse em pratica spiritual em 

sua casa,,,,Chamao a hii irmao de casa, que !hes仕agaa memoria 

a pr岳ga号amdaquelle dia, ＆…， e depois dao hii.a esmola segiido 

s.ua possibilidade, para os Chr旬taospobres.」…「paraisto hahy 

hiia caixa & irmaos da misericordia, que recolhem as esmolas q 

lhe dao, & cada Domingo depois de missa se abre，…＆ estes 

mordomos que seruem，，・，visitaros doentes，・・，＆ quando he muito 

pobre daselhe tambem algila esmola da caixa da misericordia」

「豊後のその市のキリシグシは慣習として，日曜毎に， 夕食後，彼等の

家に精神的実習の為に集る．その日の説教を記憶に入れるのに，住院のイ

Jレマシを呼び，……その後貧しいキリシグシの為に，その能力に応じて施

しをなす。」……「その為に一つの箱がある． ミゼJレコJレディアの irmaos

は彼等がなす施し物を集め，そして日曜毎にミサの後にそれを聞く…当番

の mordomosは病人をたづね，甚しく貧之な者に慈悲の箱から若干の施

し物を同様に与える。」 1561年10月8日山豊後発 Dehiia do irmao Ioao 

Fernandezは同じことについて次の如く述べている．

Aos Domingos as tardes tem por costume de se ajuntar em 

casa de hii delles, reuezandose todos os Domingos, ate q passe 
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por todos : e assi se e玄ercitaotres obras de misericordia. A 

primeira, que se Ihe resume a pr岳gai,;aδouuida,・・ ・ ・ ・ ・ A segunda 

he, que cadahum da hua caxa, moeda que val dous rs, a qual 

cousa serue pera ajuda de enterrar os pobres, que o mais se 

gasta do esprital. A terceira he, que o dono de casa faz hum 

baquete a todos os que se ajuntao，……vay perseuerando este 

costume nelles tao necessario ; porque este e玄erciciofaz perse-

uerar aos Chris taos de Y amanguchi, & dos mais lugares que 

mδtern padre.日曜の午後に慣習として，彼等の一人の家にあつまる，

毎日曜交替して，すべての家をまわる．その折三つの慈善の業を行う．第

ーに聞いた説教を要約しH ・H ・第二に各人 2tsの価値のある硬貨 Caxaを

だし， これで貧しいものを葬ることをたすけ， 残りは病院に使う． 第三

は，家の主人が集ったすべてに食事をだすことである.......この必要なる

慣習は持続すべきである．この実行は山口，その他パードレなき土地のキ

リシグシを持続させるものであるから」

この二書簡は豊後の姿であるが，当時豊後と平戸は，同じ宣教仕事区域

であり，事務所と仕事場の関係にあった．同じ人々がその地域の中で動い

ている．今誰が平戸，横瀬浦へ，そして誰が留守をしているの如く記述さ

れている．日曜日の家毎の集合が交替になされている姿が述べられ，その

第一は教義内容，宗教的思考に関係している．これが十五玄義に関係して

来ると私は考えている． 第二が慈悲の行動に関係し， irmao或は mor-

domosが病人や貧しいものをたづね，葬儀に関係する姿がみられる．サシ

グマリヤの御組の規約がこの延長の上にあることが観察される．第三に家

の主人が集ったものに食事を出すことが言及され，このような慣習が山口

のようなパアデレなき土地でキリシグシを持続させていく為に有益である

ことが述べられている．キリシグシの集会が食事をともなうのはEこでも

のことであるが，生月の数々の規定をともなった食事は初期からのもので

はないかと考えられる.1567年10月13日志岐発の-IJ-Yyエスの書簡は樺
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島に慈悲の組頭を4人置き，貧しき病人を救けるようにしたことを記して

いるが，全国的にも，永禄年聞にミゼリコJレディアの組の京都での活動が

報ぜられ，高山グリヨ図書頭の活動などが報告されている．処でこの平戸

生月のミゼリコJレデアの組織について， Cartado irmao Ioao Fernandez 

平戸発1565年9月23日山書簡は Aquelledia atarde se enlegerao os 

mordomos da misericordia, cujo officio he visitar os pobres, e en-

fermos, e auedo algua esmola de pessoas q pera isso dao, rep町・

tila aos mais necessitados. Aos q estao em algil peccado trabal・

hao q se tire delle，…A companhaδaos que estao em artigo da 

morte, e dao recado na igreja, e amortalhao os defiltos. Os mor-

domos saδquatro, e hu he cabei;a. A eleii;ao foi desta maneira. 

Ajiltandose muitos Christaos na igreja, & ouuindo apregai;ao dos 

merecimetos q nos taes cargos se alcani;ao, fizerao todos cδo 

padre orac;ao ao Espiritu santo, pedindolhe grac;a pera enleger 

a qlles q fossem mais pera isso, e feito isto vinha cada hil, e di-

zia secretamete ao padre quern Ihe parecia, q seriao os mordomos : 

e que a cabec;a antre elles & assi escreuedo o padre quatro q 

tiuerao mais votos, forao ali eleitos，……その日の午後 misericor-

diaの mordomosを選挙した．その仕事は貧しきものと病人をたずね，

各人が与えるいくらかの施しものを最も困窮したものに分配することであ

る．またある罪にあるものをそれから逃れさせようと努力し…将に死のう

としているものの側に待し，これを教会につたえ，死者に死装束を着せる．

mordomosは4人である．その一人は顕である．選挙がその方法である．

多くのキリシグシが教会に集って，このような職務をなす者に来る功徳の

公告をきき，パードレと共にみなで聖霊に祈り，より適している者を選出

する恩寵をこい，各人パードレの許に釆り， mordomosとなるべき者，そ

の中の頭となるべき者についてパーデレに秘かに告げ，パーデレはより多

くの投票を得た4人を記述し， それで選挙を終る。」の如く述べている．
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この四の数は現在の生月の御番役の三の数に関係し，その姿は現在の選挙

決定における複雑な姿，お神様の関与13）などに関係する．この misericord-

iaの組織はキリシグ γの比較的当初からのものであり， 1560年代には日本

のあちこちで充分に働いていたことが観察される．この misericordiaは

ゴアにも早くより存したしイベリヤ半島でも早くからみられる. 19世紀

20世紀にもポJレトガJレで宗教行政にかかわっている姿がみられる．日本に

持ち込まれたものであると思う． さんたまりやの御組の規約は1618年，

1621年などの日附に関係し，この聞には50年のへだたりが存すが，この組

の規約の内容の全体はミゼルコJレディアの働きと近いものを含んでいる．

この misericordia慈悲組の組織と Companhiaコシパシヤの組織が

かさなるものであり，この生月キリシグシの細かい組織がオラシヨの棒唱

と閉じくキリシグシの初期の姿に関係するものであるとするのが私の見解

である．コシパンヤ companhiaとは仲間のことであるが， この組は現

在十五玄義の一つ一つのかかれたお札を毎月第一日曜の朝に集っておがむ

ことを中心としこれをおしかえといっている．このコンパニヤ，組の長を

み弟子といって来た．このみ弟子1'）以上を役中とよび，御番役も御弟子も

先任順に先役，二番役と順序を重視している．この御番役御弟子という言

葉も mordomosirmaoから来ているのではないかと私はヨ考えている．

平戸キリシグン文化圏を構成する諸地域もこれと同様の組織を含んでいる．

Ioaoの所領，根獅子の場合， 慈悲仲間と呼ぶものがある． それは触の下

部組織で数軒で組織されている．ますこ同地のお札の組については田北氏15)

も坂口助作，村田五郎作，辻初左エ門，竹内甚作の四家にお札があり，持

たぬ組はこれらを借りるとしているが，片岡氏16）も坂口，田村，辻，竹山

の所有をあげている．処でこの根獅子で慈悲仲間とお札の組コシパシヤと

はかさなっている．片岡氏も慈悲仲間が年に一回お札を拝むことに言及し，

根獅子を中心に数年分析を進めている篠崎正美氏もこの重なりを肯定する．

獅子では 170戸のキリシグシがあり，お札は松口栄之助，松口豊平その他

七家にあり，他の三家では昭和の初めからやめていると田北氏は言及し，
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片岡氏はこれがはるかに弱くなっている姿を記述している．獅子には 160

戸16組のかくれがあったが， 現在辻孫太郎の組5戸だけがお札をしてい

るとしている．現在この怒悲仲間について，また，さらにこれとお札の組

の重なりについて細かな研討を進めている．ともかく，この生月のキリシ

グyの組織が 1550年， 1560年代に発しているらしいことが考えられてよ

いと思う．キリシグシの役員の選挙場面でのやりとりの分析，ポルトガJレ

語の痕跡の研討などをも進めている．

（四） 宗教的統合と血縁的地縁的統合

黒崎のキリシグシ・カトリ yグの中での婚姻は宗教内婚であった．昭和

20年噴までは，殆んどが村内婚，キリシグシ地域内婚であり， 昭和35年

頃までは宗教内婚が殆であった．この通婚の姿を哲学年報28輯刊の通婚

図は示している．キリシグシである近七及び庄太郎の家族とカトリ vグの

要松，福松の家族の通婚図である．先づこの部落の世帯主をキリシグシグ

1レープ，カトリヲググルーフ。及び若干の先生など外来者の仏教徒グルーフ・

に分ける．そして，戸籍から取り出した各通婚を世帯主聞の線で結んでい

くと，近七， 圧太郎をめぐる通婚線はキリシグシグループ内のものとな

り，一二が仏教徒に走る．カトリ yググループ内の遇婚線はカトリ yグ集

団からはみだした一二本の線以外はすべてカトり y グ内のものとなる．宗

教内婚がキリシグシとカトリ？グの聞にもきびしく存している姿が観察さ

れる．カトリ vグの宗教内婚に関するものをはじめ，宗教内婚一般の姿に

関する研究の数は多い．米国の場合には宗教内婚の問題は米国の統合の問

題とかさなって考えられて研究が進められ，宗教の側からは宗教の持続と

崩壊にかかわるものとして考えられて来ている．家族のメシパー内での宗

教の姿に関する研究なEも多い．母と娘の宗教の一致度の最も高い姿が取

り出されたりもしている． 4人までの妻を許すイスラムなどをはじめ，

宗教と家族の姿は種々のパグーシをもっているが，しかし，宗教が家族，

kinshipの線にそって同じであることは普通のことである． キリシグシ
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地域の場合， 宗教的統合は血縁的統合を， また地縁的統合をともなって

いる．黒崎の場合も，近七のお帳を事例としてとってみても，血縁的なも

の，地縁的なものが強く働いている姿が観察される．そのメンパーは地縁

的に近く存している．即ち迫の上の方から河内に展開しているとともに，

血縁的にも近い形を示している．彼のお帳に属するAは彼の娘警であり，

Bは親戚になってから彼のお帳に移っている．血縁的にも近い．このよう

な血縁的地縁的なものとのかさなりは，生月堺自の場合も同様である．閉じ

コンパニヤに属するものは地理的に比較的近いし，各コシパシヤに同姓の

多い姿，その親族関係の検討は，血縁的方向を示している．私は宗教的文

化的統合は血縁的地縁的統合を含む傾向をもつことが普通であると考えて

いる．集団力学的な実験的研究が，このような文化的な根を取りはずして，

実験を試みる場合，何か根を切り取ったものを取り扱うように感じられる

のは，このような血縁的地縁的な結合が宗教的統合の中に含み込まれたも

のとして存し，働いていることが事実であり，現実であることを見落すか

らである．この血縁的地縁的統合の問題は生月堺目の戸籍の姿とも一致す

る．堺目は行政的に堺目と上堺目とからなる．堺目は町役場や学校などの

ある所に近く非本籍人の数の多い処である．現在，世帯数108の中，非本

籍人は26である．島内他部落が本籍のものは 18，最近他町村からの転籍

者は8である．生月で人口移動の最もはげしい所である．上堺自ではこの

ような人は少し多くはここに本籍をもっ土着の人である．このような非

本籍人を除いて，堺呂全体の通婚の姿をみると，ここでも平戸キリシグン

文化圏内婚の強い姿が取り出される．在の場合，殆んどは島内婚であり，

島外との通婚は 6/83と比較的少い．部落内婚も多い．上堺目は島外婚は

更に少く 4ケースであるが，島内婚，部落内婚は更に増加する．川上音三

郎長女，末永省三妻，養子，大浦弘導養子などが，同じ Antonio龍手田

の所領であった獅子村との縁組である．平戸からの場合は獅子，飯良など

との婚姻が現在の戸籍簿でも多いことが報告されてもいる．なお，話は少

し異るが，この戸籍の観察を通して離婚の比較的多い姿がみられうる．統

（哲81)278 



計としては昭和46年が，結婚71件に対して離婚10件，昭和47年，結婚

65件，離婚2件，昭和48年が結婚93件離婚6件である． なお私生児の数

は相当に多い．この旧 Antonio寵手田領， Ioao一部領との婚姻が今日も

多い姿は， 1599年寵手田氏が一族とともに長崎へ出て以来，他の人の所

領となるが，かつての同領関係，同キリシグジ関係が，今日までひびいて

来ている姿を示している．宗教的同一文化圏が通婚圏をもともなっている

姿を示している．現在の通婚の姿の中に， 1500年代以来のキリシグニズ

ム共有の影響の姿が観察されるのである．キリシグシ家族で妻が非キリシ

グシであることは，かつては考えることも出来なかった．今日でも，それ

は，その宗教の崩壊を意味する．

なお，この戸籍の観察の中で，明治生れ，大正生れを主とする女子名の

観察結果は次の如き姿を示している．外海キリシグシの場合程ではない

が，ア列に終る二字名前の多さを若干示している．ポルトガル語の場合，

aをつける事は女性イじを意味するので，西欧化，キリスト教的なものの方

向が存すれば，この方向が比較的強くあって当然である．ここの場合抱き

親は子供が女なら男，男なら女であり，アリマの名はその家の名が用いら

れて来ている．したがって，アリマの名の影響は弱いようである．このア

列及び無意味結合の存在の濃さはある意味でキリスト教的なものの濃さを

示しているが，黒崎系のものと異り，ア列及び無意味結合の方向は少し弱

いようである．無意味結合の方向はより弱い．

堺回 女子名 明治生れ大正生れを主として，

シヨツメイノミカ（M35）ミヨ Yメスエミヲ子リサヲキ

ウラマセシマハツキグシマハツオキオシナ Yヨサト

サ ツキグジヨリエハナ Yメキヨ ナツ グセシマナッ

フグセキマキハツヤエチヨトヨキ グツヨ ニワ ミヱ

ヨシキグハJレサヨスエアキヨシキ ツシヲ ヲカ ツネ

ツナ フ イ ト メスイケイスナチカキヨ グニキグキヨ

グマヨシイワシゲツJレヌイサチアスシグハナチトシ
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!7メ ミツ カト サツ グケ ヲト スナ グケ ハセ ミツ ベム

ミツノ、ッ ケヨ サヨ イワ ヒテ スイ サツ キヨ 守宮〆 アヤ

スミ サヲ ヲササモモヨ マツ イマ ミヨ ヲカ シナ イノ

イワ ツナ ニヲ シズ ミツ スナセム シモ イト キグ ワサ

グカ ヲイ デシ ツヤセシ エキ スエ

福江島南河原の女子名よりはア列の方向にあるが，黒崎系譜地域よりは

弱い．黒崎詩地域五島などでの女子名との対比は哲学年報山 29輯なEで

行われたい．

（五〉 土地所有の姿について

外海町黒崎，出津はキリシグシとカトリ yグの村落である．この村落は海

を前に，後は山に接し，横につながっている．そして，その両側に神浦と三

重が存している．処で神浦側にはキリシグシ部落大野がつき出ており，三

重側にはキリシグシ部落樫山がつきでている．このキリシグシ系地域叫の

土地所有の姿と，その両側の非キリシグシ地域の姿とを対比してみようと

する．この三地区の土地台帳及び字図を観察した．キリシグシカトリッグ地

域とそうでない地域とでは，はっきりした異りがみられた．黒崎地域のキ

リシグシ系文化にみられる土地所有の顕著な特徴は，一筆が三歩，一歩と

極度に細かしそれがばらばらに分散して存することである．二十箇所以

上にも分散した土地を集めて一反少しにしかならないという姿である．そ

れも畑地で，田は少い．キリシグシ的伝統の中で子をおろさないことは保

たれて来た．それ故子供数は比較的多く，その相続は兄弟均分の形をとっ

ている．この繰返しによって，その細分化が生じている．処で両隣りの三

重，神浦ではこのような細分化や分散的な姿はみられない．字図の比較は

顕著な形でこの姿を示していた．非キリシグシ地域三重の中尾とキリシグ

シ地域三重の高嶺平の畑地について比較するなら， 29歩以下の小さな土

地は16%c 44%之キリシグシ地域で多く， 7畝以上を7, 6畝－6畝29

歩を6, 5畝－5畝29歩を5，と順次し， 1畝－1畝29歩を 1,29歩以
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下をOとして，地域の一筆の平均をだすと， 中尾2.32高獄平1.08とな

る． 非キリシグシ地域三重の清水とキリシグシ地域の西樫山場合も平均

2.66と1.07となり， 29歩以下は25%と44%の姿を示している．反対側

の神浦の場合も全く同様の姿がみられる．非キリシグシ地域神浦上道徳，

東神の上とキリシグシ地域上大野草木田の場合29歩以下， 50%に対し 92

9払平均で 1.26とo.16である．このキリシグシ地域と非リシグシ地域の

字図の比較は明確な異りを示していた．

これに対して，生月の姿は明かな異りを示している．ここでは，堺自の

土地台帳，名寄帳及び字図の様相を観察する．

名寄帳堺自分2冊の中 1冊分61名を事例として，ここの全体の様相を

観察する．

Total 61の中

田＋畑＋雑＝ー町以上のもの12名

田＋畑 ＝ー町以上のもの4名

目＋畑 ＝七反以上のもの12名
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1.3,01は I反3畝1歩

4.17は 4畝 17歩

20 i土20歩を意味する

＝五反以上のもの16名

＝一反以上のもの23名

＝一反以下のもの22名

田＋畑

田

田＋畑

生
月

字町
、’二里f瀬免σ〉部

うr
の
字
図

Aム
筋
焔
健
司
あ
る
，
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回＋畑で一反以下のもの 22名の中で宅地なきものは 16名である．この

姿は黒崎地域の畑を主としての一二反平均とは異る．

字図内の土地の様相．加場の首38筆及び二瀬の 58筆合せて 96筆の中，

一筆5畝以上は43，一筆3畝以上67と，半分近かくが5畝以上， 約2/3

が3畝以上である. 29歩以下は14で14.5%である．

加場の首及び二瀬の字図を示めし，これと対比して，黒崎の土地所有の

姿を示す下大野岳田の字図を加えておいた．生月の字図を通しては一筆の

大きいこと，小字内で、の分散的所有のないことがみられ，黒崎キリシグシ

の均分の操返しにもとづくものとは全く異る土地所有の構造がみられる．

次に更に，二三の個人を取り上げてその所有農地の姿をみておく．

鳥山万蔵（永代の御番主の家，祖父，父，子とうけつぐ，橋本家

も同じ，末永は五年，一部のつもとも永代）

田小字名 畑小字名 山林小字名

中番岳 1s・ 中番岳 2.10 加場田 3.03 

黒ノ田 3 黒ノ田 12 下番岳 2.24 

1 幸四路 1,2.07 II 6.09 

黒木 1. 28 o. 11 仁瀬 6.18 

加場田 3.22 椛の首 3.24 黒田 1.4, 13 

中番岳 1. 24 仁瀬 3.14 大野 6.00 

II 18 II 1. 05 山田南免 3.24

殿水 1 代作 1 宅地 124坪

幸四路 28 幸四路 6.10 

幸四路 1. 6, 02 0.01 

1.10 加場田 4. 11 

加場回 2.28 /I 4.16 

/I 3.20 

II 0.21 

中番岳 5.02 

II 1. 25 

/I 4.10 

II 2. 10 
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吉（殆んどが相続である）山
山，a帽E

E

ー

l
 

j
 

大

田

3.24 

1. 01 

1. 22 

5.15 

5.12 

1,3.10 

10 

2 

2.06 

24 

12 

10 

14 

3.28 

7.11 

小字名

大田端

水畑

大田端

山林

II 

榎春田

上番岳

瀬

作

仁瀬

大田端

田

原岳下

榎番岳

上番岳 1.10 

大田ノ上 1,5.18 

道畔 5.28 

上小田 4.15 

前日 3.28 

II 

II 

F

F

F

 

F

F

F

 

3.00 

1.00 

7.07 

5.22 

仁

代

II 

2. 19 

26 

1. 06 

1.06 

6.03 

4.03 

1. 04 

10 

5.19 

6.21 

6.29 

9.20 

1. 00 

3.20 

3.29 

5.26 

2.12 

3 

2.21 

小字名

畑

II 

水

畑

下

上小田

椛ノ首

瀬

田

作

瀬

作

II 

II 
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3. 17 

3.13 

2. 11 

4 

3.23 

3.08 

5 

16 

3 

1.13 

1.13 

10 

107 

5 

3 

1 

22 

2.10 

1 

1 

2.21 

2.18 

1. 08 

7. 11 

1. 08 

3.00 

1. 0, 20 

1.13 

9 

16 

小字名

田

視j

II 

大

田

II 

II 

II 

II 

仁

前

1吃

岳

田

淵

田

水

調l

II 

II 

” 
” 

II 

II 

大

田

蓮

殿

田

II 

仁

代

71( 

木

木

田

淵

田

II 

II 

II 

殿

黒

黒

大

田

蓮

田

田

淵

II 

II 

II 

II 

大

蓮

田



，， 28 

代作 6.17 

II 8.03 

前 日 2.17 

II 8.29 

川上菊蔵

田小字名 畑小字名 山林小字名

田淵 4.13 稗田 5.05 岳下 4.03 

II 1.13 岳下 2.1,21 II 16 

鳥越 1.0,29 戸屋 1.3, 08 戸屋 15 

松本 5.23 加場田 3.26 榎番目 1. 08 

森 3 前 目 4.09 II 2.15 

II 2.07 II 1. 3, 15 前田 1.10 

松本 6.09 榎田 3. 10 下加場 1.18 

前 目 2.05 代作 0.05 

II 2.16 前 目 1. 04 

下加場 4.14 原野戸屋 1.17 

稗畑 3.26 捜番目 1. 5, 28 

II 1. 00 f’ 1. 02 

榎田 4.02 

II 3. 18 

前 目 1. 3, 13 

鳥山万蔵，大川仙吉，川上菊蔵の場合を取り扱った．鳥山，川上が中の

上の普通の形であり，大川は非常に多いものである．殆んどが相続によ

る．鳥山は御番主である． 川上， 鳥山の場合には一筆の大きさが自につ

く，大川の場合の小さな土地については開墾が関係しすべてにおける山

林の多さは，それが地割制からはづされていたこと，私有として蓄積しえ

たことの故ではないかと考えている．

ここは畏子相続であり，兄弟の均分ではない．黒崎キリシグシの一筆と
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異り，一筆の単位は大きい．小字の中で分散してはいないが，先の諸個人

にもみられるように大きく全地域に分散している．これは平戸藩の地割制

度にもとづくと考えられる．

平戸藩の地割制度については，奥田或，山口麻太郎，藤野保氏などが言

及している．藩で細かな規定がだされ，溶の制度として割替に監督官が派

遣されてもいる．寛文二年（1662）の在々定，享保八年（1723）の田畑割

御定法，寛政七年（1795）の郡方仕置帳がこれを示している．免或は触毎

に割替が行われている．三年或は五年に一度といわれている．田割は稲刈

後，畑割は大豆収獲後とのことである．割替地の分配は在に居住し，家屋

を構えていることが必要とされ， 分家すればすぐ家屋の新設をしたとい

う．正屋，筆取，初頭，本役半役無役の百姓，などによって配分の量を異

にしたようであるが，口数によっても増加されたようである．田の割替の

場合，上田に下回を加え中田を加えて一割の土地をつくる．それは若干の

異同があったが，これを各自に分配した．識は先づ番載を拍き後本識を抽

いたという．この地割制度は正保四年（1647）噴から行われたと藤野，奥

田両氏はいう． 寛文二年の在々定では上中下回の割合せが規定されてい

る．その後この地割制度は三百年間持続し，明治維新地租改正の為跡をた

ったと述べられている．畑は明治六年，田は明治八年に各村の各戸に割付

けられ，そのまま所有権を与えられたという．明治八年に地割をして十五

年自に割替をなすことに取り極めたが，そのままになったと述べられてい

る．明治六年から九年の聞に割替えられ，土地私有制度に移ったとされて

いる．生月の土地台帳にて明治20年頃からの相続の姿は観察出来る．

この地割の発生を，平戸藩外国貿易収入の終末と関係づけているが，こ

のことは， 外国貿易とともに来ったキリシグシの場合，逆の形で関係す

る．キリタグシが禁圧され苦しい時期にこの地割制度が行われた．この制

度は百姓を保護し，均等化する方向に働いた．キリシグシは非常に楽な生

活条件を獲得した．このように楽なキリシグシは他の地域には存在しなか

ったように思う．地割制度はキリシグシ残存の方向に非常にフ。ラスに働い
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たと思う．しかしこのような楽な生活は苦悩に対する捉え方を弱くする．

彼岸的なものへの重視もよわいし，キリスト教的メシグリティの把握も弱

い．この地割と土地所有の現在の姿との関係の検討を進めている．

しかしこの平戸藩の一つの免或は触の内の百姓均分の地割は，黒崎外海

系キリシグシの家族丙男子均分相続とは異るが， misericordiaの中を流

れる心とは，ある一つの consistencyを含むメシグテリティであること

は事実である．なお，コシパシヤの毎月のおしかえ，くじをひくことの存

続と，この三年五年毎の地割の銭，割替は共通のメシグリティを含んでい

ることも事実である．免単位の地割は免単位のキリシグシをかためたこと

も事実であろう．現在，割田の記憶は山田にみられるが，その所有国の二

割をこえなかったという。

（五） 観察結果をめぐって

① この二地域，生月と黒崎のキリ Yグγの姿は，文イじ接触の異った段

階での竪まりを示しているようである．生月に 1550年， 1560年頃の，接

触の初の段階の諸要素が存在し，それが堅い形，そのままの形で維持され

ているようであることがみられる．

②生月の場合は，黒崎でみられるようなキリスト教的メシグリティの

形で受取られ存しているよりも，もっと堅い形で受け入れられ，そのまま

かたまり，残存しているようである．

③黒崎キリシグシの場合，キリスト教的文化的統合は，黒崎のキリシ

グシの文化や人格の種々の断面を切り出しても，そこでキリスト教的メシ

グリティが取り出されうる形のものであった．

④宗教的統合が究極的価値と目的の共有， sentimentの共有という

意味で，キリスト教的な方向にある度合は外海，浦上の方が高く，生月の

場合はこのような形でキリスト教的なものは全体的な形で入り込んでいな

いようである.Syncretismが強い形で存している．

⑤ このような硬さの故に，オラシヤの棒唱がラオグテなEの歌オラシ
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ヤが把持されて来たことも事実である．

⑦ 同じ宗教文佑，同じキリシグニズムでも，生月のものと，黒崎のも

のは変化接触変容の異った形の中にある．勿論キリシグシとしての類似の

局面も強く存してはいる．

＠黒崎，浦上キリシグシが，強く現在にまでTこもって来たグプーのー

っとして，子を堕さないことがある．キリシグシは自分の生命が知何にあ

ぶなくとも子は堕さないといわれて来た．このグプーは平戸生月のキリシ

グシにはない．分家も可能ではあったが，そして，ここで分家のもつ意味

は，土地の一割の配分を受けうるものとして特殊な重さをもっているが，

生れ来る兄弟全部が一割を得ることは無理である．生月平戸では，浦上，

黒崎キリシグシと異った人口増の様式をとって来たと考えられる．

＠ キリスト教的文化統合の姿と神道的，土俗的統合の姿の異りは，山

への信仰，滋物現象などと関係して取扱われるが，ここでは言及しない．

⑩宗教的統合の中に含まれた形で血縁的地縁的統合が存在し，働いて

いることを理解することは宗教的統合の研究にとって必要である．宗教的

同一文化圏は同一通婚圏をともなっている姿がみられる．同一宗教であっ

ても，それが均一なものとなる為には，通婚圏の共有が必要である．かつ

ては山田内婚，堺目内婚の方が普通であったようである．山田と堺固でも

キリシグシの細かな点，家j肢の日などを異にしている．

⑪本論文の最初に掲げた諸問題に，単純に答えられない姿をこの結果

は示している．更に複雑な宗教的統合の姿に関する研究が必要である．

⑫本論文では，宗教的統合の中心を貫いている内調整のメカニズムの姿

については言及しなかった．

以上はキリシグシを資料とした宗教的文化的統合の性格に関する一つの

観察の結果で為る．
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